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いろいろな数列の和をΣ記号を利用して求めてみよう 次のポイントが重要です
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Step ① 末項を見ずに,漠然とた番目を見て,

Step ② 末項が何番目に相当するのか確認して,和をΣ記号を用いて表す

Step ③ Σ計算を実行する一→あとは式が勝手にやってくれる

Σ記号を利用して数列の和を求めよう。 西の後式′す
資A・十で伊ぅね?
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とにかく,具体例を通して学んでいくことにしよう 次は代表的な重要例です

|【例 1】  次の数列の和を求めよ  12.2+22.3+32.4+… … +π2.(π +1)         |

考え方 最初の数項だけをみて第 λ項を予想 しよ

う そのあと,末項が第何項目に相当するのか考え

よう

①  第 た項が た2(ヵ +1)である数列の初項か

ら第 η項までの和だから,

Σ た2(た +1)=Σ (た
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考え方 質問の多い問題です セオリー通 りに
,

最初の数項だけをみて第 た項を たの式で表すので

すが,こ れがなかなか難 しい 各項が 2つの数の積

になっていることから,各項を前半部分と後半部分

に分けて考えると良いでしょう
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(前半部)1,3,5,… … ― 初項 1,公差 2の等差数列の第 た項なので,1+(た -1)・ 2=2た -1

(後半部)η,π -1,π-2,… … ― 初項π,公差 -1の等差数列の第た項なので,η +(カー1)・(-1)=π―た+1

0 第 た項は (2た -1)(π ―λ+1)な ので,求める和は ,
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疹注 第 た項の形を見て「な～んや:問題文に書いてある末項 π2(π +1)の κをたに代えただけやん」と

思っては絶対にダメです そう思っている人は,次のような問題で悩むことに

【例 2】 次の数列の和を求めよ  1嘲 +3・ (π -1)+5・ (π -2)+ … +(2%-3)・ 2+(2π -1)・ 1 1
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【例 3】  次の数列の初項から第π項までの和を求めよ

考え方 当然,第 た項をたの式で表すのですが,今回の場合,数列の各項自体が数列の和の形になってい

るので,第 た項をたの式で表すために和の計算をせねばなりません その後もう一度 Σ 計算をして,も と

の数列の和を計算します これまでと同様,縦書きするとイメージがしやすいと思います
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【例 4】
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次の数列の初項から第 π項までの和を求めよ
5            7                 9

12+22' 12+22+32' 12+22+32+42'
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考え方 (例 3〕 同様,各項自体が和の形をしているので,ま ずは分数タイプのΣ言1算は,部分分数に分

けて縦書きするのが鉄則

① 第 力項は 12+22+32+… +ヵ2
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考え方 パズルのような問題 例えば第 3項 333は ,333

ます 999が 103_1と 表現できることがポイントですね

100:F二 1 = ⊇髪F■ と解釈でき
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